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バイオフィルムと菌の薬剤耐性獲得
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微生物は、増殖の過程でEPS（細胞外高分子物質）を産生して自らを覆い
拡大してバイオフィルムとよばれる微生物共同体を形成し、棲息しています。
バイオフィルム内の微生物は、遊離の微生物よりも免疫や抗菌薬への耐性を持つため
感染症への対策のうえで厄介な存在となっています。

バイオフィルムは、徹底的な洗浄と吸引による物理的な破壊（フラッシュ）により
除去が可能とされています1）。

バイオフィルム内の菌に対する抗菌薬のMIC/MBCは、浮遊細菌に対するものに比べて
100-1000倍に上昇します2）。
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●バイオフィルムを構成するEPSの産生低下、菌体の分離、
　バイオフィルム自体の弱体化などに作用します4）、5）、6）、7）、8）。
●局所適用ではバイオフィルムの分断、物理的除去を促し、
　菌に対する抗菌薬の浸透を高めます1）。

※Mutant Selection Window = MSW

抗菌薬の曝露濃度を
低下させる不浸透性

バイオフィルムは、微生物に対する抗
菌薬の曝露濃度を最も耐性菌をつくり
やすい濃度域（耐性菌選抜域※）まで
物理的に低下させ、耐性獲得に有利な
環境を作り出してしまいます。

微生物の休眠細胞化

バイオフィルム内の微生物は、増殖を
停止した休眠細胞（Persister Cell）と
して生存します。増殖をターゲットと
する従来型抗菌薬に抵抗し、感染が
慢性化します。

抗菌薬作用の減弱化

バイオフィルム内の液性や低酸素環境の
影響によりアミノグルコシド系等の抗菌薬
の作用が減弱化してしまう可能性が示唆
されています3）。

バイオフィルムによる薬剤耐性獲得メカニズム

犬猫の外耳炎におけるバイオフィルムは、粘着
性・粘稠性のある暗褐色や黒色の分泌物とし
て、また細胞診では微生物の細胞を覆い包んだ
さまざまな厚さのべール状またはレース状の物
質として認められます1）。
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